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葉山町役場　〒２４０－０１９２　葉山町堀内２１３５　�０４６－８７６－１１１１（代）　� ０４６－８７６－１７１７（代）

法寺滝本妙静さん。無料　�８７５－７１２６
阿部（くらし・平和・民主主義を守る逗
子葉山懇談会）

●夏休み親子映画祭
８月２３日（土）１０時～１１時３０分　福祉文化
会館　無料　アンパンマンまじょのくに
へ、ヤンボウ・ニンボウ・トンボウの消防
隊、あしたぶたの日ぶた時間�８７５－０４８１
長島（映写ボランティア五葉の会）

●ガイアシンフォニー第四番上映会
８月２４日（日）１１時・１５時・１９時　逗子文
化プラザ　前売１，０００円・当日１，５００円・
高校生以下無料（要予約）、有料保育（１５
時のみ・要予約）、�０８０－６７３３－７９８８小
山内（T&T）

●逗子ふれあいフリーマーケット
８月２９日（金）９時３０分～１５時３０分　雨天
中止時は９月２日（火）に順延　亀岡八幡
宮境内　出展者募集中　�８７１－５２８０片
岡（実行委員会）

●日韓若手音楽家交流コンサート
８月３１日（日）１３時３０分　福祉文化会館ス
イス・韓国両大使館、国際交流基金等後援
の下、日韓文化交流促進のイベント。
３，５００円。葉山ベースの国際親善のため来
場歓迎。�８７６－０７１２岩神六平事務所
（NOSTA AG）

●逗子市子育て講演会
９月１日（月）１４時３０分～１６時　逗子文化

●葉山まちづくり館ギャラリー
８月１日（金）～３１日（日）１０時～１７時３０分
（休館日は図書館の休日に準ずる：最終
日は午前中のみ）　図書館２階「葉山の
 神  輿 」夏祭りの季節に合わせ、葉山町内
み こし

各地区の自慢のお神輿の写真を展示しま
す。�８７６－０４２１ＮＰＯ法人　葉山まち
づくり協会

●モヒカーノ関　ホールでアミー
ゴJAZZ

８月３日（日）　１４時開演　福祉文化会館
２，０００円・中高生１，０００円、モヒカーノ関
ラテンジャズバンド杉本篤彦ソウルコー
ヒー他　�８７５－６３５６葉山deジャズ実行
委員会

●定例ボランティア活動
８月９日（土）９時３０分から　介護老人福
祉施設「葉山清寿苑」　どなたでもどうぞ
�８７５－６７３４大熊（葉山町ボランティア連
絡協議会）

●戦争体験を聞く会「宗教と平和」
８月１７日（日）　１４時～１６時　逗子市市民
センター　宗教者が語る戦争。思想信条
を超えた平和への願いを聞く。日本山妙

プラザ市民交流センター　～精神科医か
ら見た思春期の子どもたち～　講師：藤
原修一郎（精神科医）。幼児保育有　�
８７２－２８９８逗子市教育研究所

●知的障害児者ガイドヘルパー講座
９月２日（火）～５日（金）・２７日（土）鎌倉
市福祉センター　１３，０００円（テキスト代・
実習費込み）　詳しくはお問い合わせく
ださい。　�８７０－５２８０�８７３－５３７０古橋・
根津（支援センター凪）

●第１５回ひろの 童  謡 まつり
う た

８月２０日（水）必着　童謡「作詞・作曲コ
ンクール」作品を全国から募集。資格不
問。テーマ自由。このコンクールのため
の未発表のオリジナル２作品まで。�
０２４０－２７－２１１４童謡のまちづくり実行委
員会事務局（広野町役場内）

●葉山将棋入門サロン　会員募集
毎月第２・４（日）１４時～１６時　葉桜住宅
内自宅（才戸坂上バス停徒歩３分）　無料
体験可。会費３か月３，０００円・高校生以下
半額。�８７５－８４７８新倉（日本将棋連盟公
認普及指導員）

●ボランティアさん大募集 ！ ！
麻雀、トランプ、折り紙、囲碁将棋、話し
相手等の相手ができる人、合唱、楽器演
奏、踊り等慰問に来てくれる人、夜勤ア
ルバイトを募集。�８７９－２２７０葉山クリ
ニックデイサービス「元気」・ショートス
ティ安護楽
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（
評
）だ
れ
に
で
も
分
か
り
や
す
く
一
点
集
中
し
た
と

こ
ろ
が
よ
い
。中
七
音
の
表
現
が
ポ
イ
ン
ト
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い
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に
も
涼
し
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を
誘
う
作
品
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あ
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追
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追
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。
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（
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長
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選
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あ
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と
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。
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光
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米
田　

宮
子

（
評
）「
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
」と
い
わ
れ
る
と
、椋
鳥
の
動

き
が
軽
快
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。季
語
が
走
り
梅
雨
で
あ
る
こ
と
が
、句
を
重

く
し
な
い
配
慮
が
あ
り
ま
す
。読
ん
で
い
て
楽

し
い
点
が
よ
い
と
い
え
ま
す
。
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（
評
）庭
の
木
の
枝
払
い
を
し
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
の
で

あ
ろ
う
。上
五
に「
涼
し
さ
や
」と
据
え
た
点
が

手
柄
と
い
え
ま
し
ょ
う
。中
七
以
下
は
臨
場
感

と
リ
ズ
ム
か
ら
い
え
ば
、切
り
た
る
小
枝
と
す

れ
ば
、助
詞
の「
を
」が
省
略
さ
れ
て
リ
ズ
ム
も

よ
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
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あ
か
ね

◎
知
覧
茶
を
飲
み
つ
つ
心
に
よ
ぎ
る
も
の
「
特
攻
花
」
咲
く
島
の
あ
る
と
ふ 

金
井　

比
佐

（
評
）戦
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
人
も
高
齢
と
な
り
、六
十
余
年
経
た
今
も
八
月
は
思
い
が
深
い
。知
覧

の
お
茶
を
い
た
だ
け
ば
見
た
こ
と
は
な
い
架
空
の
花
や
島
か
も
し
れ
な
い
悲
劇
の
言
い
伝
え

を
心
に
う
べ
な
う
作
者
の
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

年
々
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終
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日
の
記
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く
な
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同
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多
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と
ほ 
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ょ
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ち
く 
と
う
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報
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載
り
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さ
ま
ざ
ま
な
思
ひ
を
秘
め
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百
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な
り
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ち
子
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カ
ッ
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渕
寿
々
子

た

　

あ
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さ
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ん
ざ
し
う
す
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三
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た
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伸
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す
る 

柳
沢　

千
雪

く
ろ 

か
る 
が
も

　

時
な
ら
ぬ
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じ
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丹
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進
路
メ
モ
す
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い
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新
緑
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眺
め
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大
工
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坐
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食
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